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 １．国際バカロレア（ＩＢ）について   
 

国際バカロレア機構（本部ジュネーブ）が実施する国際的な教育プログラム。 

同機構は、１９６８年、インターナショナルスクールの卒業生に、国際的に認められる大学入

学資格（国際バカロレア資格）を与え、大学進学へのルートを確保するとともに、学生の柔軟な

知性の育成と国際理解教育の促進に資することを目的として発足。 

認定校に対する共通カリキュラムの作成や、国際バカロレア試験、国際バカロレア資格の授

与等を実施。 

 

 ２．ＩＢのディプロマ・プログラムについて   
 

ＩＢでは、グローバル化に対応できるスキルを身に付けた人材を育成するため、生徒の年齢

に応じた教育プログラムを提供。 
 

このうち、ディプロマ・プログラム（ＤＰ）は、１６歳～１９歳を対象としたプログラムであり、所定

のカリキュラムを２年間履修し、最終試験に合格すると、国際的に認められる大学入学資格

（国際バカロレア資格）が取得可能。授業及び試験は、原則として、英語、フランス語又はスペ

イン語で実施。 

平成２５年９月２日現在、世界におけるＤＰ認定校は２，４５３校であり、このうち日本での認

定校は１８校となっている。 

※このほか、ＩＢのプログラムには、３～１２歳を対象としたプライマリ・イヤーズ・プログラム（ＰＹＰ）と、１１

～１６歳を対象とした「ミドル・イヤーズ・プログラム」（ＭＹＰ）がある。 
 

 

 ３．我が国の取組   
 

（１）我が国では昭和５４年より、大学入学資格に関し、学校教育法に基づき、国際バカロレア

資格を有する者で１８歳に達した者を、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認

められる者として指定。 
 

（２）平成２５年度からは、国際バカロレア機構との協力の下、ＤＰの科目の一部※を日本語でも

実施可能とする「日本語ＤＰ」の開発・導入に着手。 

※日本語で実施可能な科目は、当面以下の通り。 

     経済、歴史、生物、化学、Theory of Knowledge、Extended Essay、Creativity/Action/Service 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）平成２５年５月、東京学芸大学を中心に、関心を有する高等学校等により、国際バカロレ

ア、特に日本語ＤＰの導入等に向けた情報共有等のための「連絡協議会」※が設立。 

  ※ 国際バカロレア・デュアルランゲージ・ディプロマ連絡協議会  

 

（参考）日本語ＤＰによるＩＢ校の認定等に関するスケジュール（最短のケース）  

 ・平成２５年１０月  ＩＢに対し、最初の日本語ＤＰによる候補校申請 

 ・平成２７年 ２月頃 ＩＢから、最初の日本語ＤＰによるＩＢ校認定（同年４月に１年生入学） 

 ・平成２８年 ４月  最初の認定校で、２年生より日本語ＤＰ課程開始 

 ・平成２９年１１月  同校で、３年生が国際バカロレア試験を受験（平成３０年３月卒業） 



４．国際バカロレアの推進に関する最近の提言等（抜粋） 

 

○「日本再興戦略 -JAPAN is BACK-」           (平成25年6月14日 閣議決定) 
 

「一部日本語による国際バカロレアの教育プログラムの開発・導入等を通じ、国際バカ

ロレア認定校等の大幅な増加を目指す（2018年までに200校）。」 

 

○教育再生実行会議第三次提言 「これからの大学教育等の在り方について」 

(平成25年5月28日) 
 

「国は、国際バカロレア認定校について、一部日本語によるディプロマ・プログラムの開

発・導入を進め、大幅な増加(16校→200校)を図る。」 

 

○日本経済団体連合会 「世界を舞台に活躍できる人づくりのために」 

―グローバル人材の育成に向けたフォローアップ提言―    (平成25年6月13日) 
 

「語学力のみでなく、コミュニケーション能力や異文化を受容する力、論理的思考力、課

題発見力などが身に着くＩＢディプロマ課程(16歳～19歳対象)は、グローバル人材を育成

する上で有効な手段の一つである。」 
 

「ディプロマ取得者に対する社会における適切な評価も重要であり、大学入試における

活用や、企業も採用時や人材活用において適切に評価することなどが重要である。」 
 

「我が国においても、入試の際、ＴＯＥＦＬやＴＯＥＩＣなどの英語能力の４技能を測定でき

る外部試験を活用することや、入試においてＩＢ資格を活用する大学を拡大することなど

も検討すべきである。」 

 

○日米文化教育交流会議（カルコン）教育タスクフォース報告書   (平成25年6月13日) 
 

「国際バカロレア資格を取得可能なプログラムを拡充する。」 
 

 

 

 

（参考） 

世界における国際バカロレア認定校数（平成２５年９月２日現在） 

 

     １４６か国    ３，６６４校  （２６校） 

        

       うち  ＰＹＰ実施校  １，０８８校   （１４校） 

           ＭＹＰ実施校  １，０２６校  （７校） 

            ＤＰ実施校   ２，４５３校  （１８校） 

 

※ （）内は、日本国内の認定校数。 

※ １校で複数のプログラムを実施している学校があるため、プログラムごとの学校数の

合計は全体の学校数と一致しない。 
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